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１．調査概要 

１）消費者ニーズの把握 
 ①アクティブシニア＊１調査 
 【①-1 事前調査】65~89歳男女 21,734名 
 【①-2 本調査】   65~89歳男女   1,042名 
  旅行に頻繁に行っているアクティブシニアの旅行実態とニーズ、ユニバーサル旅行商品＊２やサービスの認知、利用意

向等を確認 
 ②要介護者*3に関する調査 
 【②-1 事前調査】40～74歳男女 20,001名 
 【②-2 本調査】 40～74歳男女 現在介護をしている人210名 
  「要介護状態の人」の旅行実態とニーズ、ユニバーサル旅行商品やサービスの認知、利用意向等を介護する側から確認   
 
 ③介護施設利用者調査 65~99歳 12名  
  デイケアセンター利用の要介護者本人に旅行実態とニーズ、ユニバーサル旅行商品やサービスの認知、利用意向等を

確認 
 
２）旅行業者のユニバーサルツーリズムへの取組状況調査 
  ユニバーサルツーリズムの認知、取組状況、課題、ユニバーサル旅行商品の造成・販売状況の把握 
      一般社団法人日本旅行業協会 (JATA）会員企業 約1,500社へメールにて配信 
  一般社団法人全国旅行業協会 (ANTA) メルマガ会員企業 約3,000社へメールにて配信 回収合計106件 
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ユニバーサルツーリズムの実態及び需要を把握するため、マーケティングデータを整備した。 
整備するデータは、地域や旅行業界等がユニバーサルツーリズムに取り組む上で有効に活用できるものとする。 
調査は、消費者及び旅行業者に対し、以下のとおり実施した。 

＊１  アクティブシニア：旅行に頻繁に行っている高齢者を想定し、国内宿泊旅行に3年に1回以上、海外旅行に5年に1回以上行っている人と定義した。   
＊２  ユニバーサル旅行商品：ユニバーサルツーリズムとは、すべての人が楽しめるように創られた旅行であり、高齢や障がいの有無にかかわらず、誰もが気兼 

    ねなく参加できる旅行。観光庁では対象を、高齢者、障がい者、妊産婦、乳幼児連れ、言葉や習慣の違いによる不自由さを抱える外国人等幅広く考えている。  

    ユニバーサル旅行商品とは、本事業においては、高齢者への調査（上記①②）では「高齢者や障がい者を対象としたパッケージツアーなどの旅行」とし、旅行 

    業者への調査（上記２））ではユニバーサルツーリズムの対象者を示したうえで、その取組商品として尋ねた。 

＊３ 要介護者：介護を要する「要介護状態」の人を示し、介護保険における「要介護」認定に限定したものではなく、「要支援」の人など幅広い範囲を含むものである。   
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【参考】調査スキームと調査概要 

⑴
消
費
者
ニ
ー
ズ 

健
康
・ア
ク
テ
ィ
ブ 

要
介
護 

⑵
旅
行
業
者 

調査名 対象者 調査ポイント 

①-1 アクティブシニア調査 

【事前調査】（ウェブ調査） 
一般高齢者の旅行実態を把握 

65~89歳 男女 21,734名 

ウェブ調査会社モニター 
高齢者の旅行実態および加齢による身
体的不自由の状況を把握 

外出への影響度（身体的不自由さ等） 

①-2 アクティブシニア調査  

【本調査】（ウェブ調査） 

旅行に頻繁に行っている高齢者（アクティ
ブシニア）の旅行実態やニーズを把握 

65~89歳 男女 1,042名 

ウェブ調査会社モニター 

旅行頻度高く、自分で旅行を選択する人  

旅行頻度の高いアクティブなシニアの
旅行実態とニーズ、ユニバーサル旅行
商品の認知、利用意向等を確認 

②-1 要介護者に関する調査 

【事前調査】（ウェブ調査） 

現在介護している人および要介護状態後
旅行経験のある人を抽出 

40～74歳 男女 20,001名 

ウェブ調査会社モニター 

 

介護経験有無  

介護者には被介護者との関係 

被介護者の要介護度など 

 

②-2 要介護者に関する調査 

【本調査】（ウェブ調査） 
介護者に要介護者の旅行実態やニーズを
確認 

40～74歳 男女 210名 

ウェブ調査会社モニター 

現在介護をしている人 

要介護状態後旅行経験のある人 

要介護状態の人の旅行実態とニーズ、
ユニバーサル旅行商品の認知、利用意
向等を介護する側から確認 

③介護施設利用者調査 

デイケア施設利用者本人にインタビュー 

現在おかれた生活環境、心身の状況と、
旅行実態やニーズについて把握 

65~99歳 男女  12名 

デイケア施設に通う男女 

要介護状態以前は旅行に行った人 

 

デイケアセンター利用の要介護者本人
に旅行実態とニーズ、ユニバーサル旅
行商品の認知、利用意向等を確認 

 

旅行業者のユニバーサルツーリズムへの
取組状況調査 

（ウェブ調査） 
 

一般社団法人日本旅行業協 (JATA)   

 会員企業 約1,500社、 

一般社団法人全国旅行業協 (ANTA) 

 メルマガ会員企業 約3,000社 

・回収合計 106件 

ユニバーサルツーリズムの認知 

取組状況、課題、ユニバーサル旅行商
品の造成・販売状況の把握など 

 



１アクティブシニアは旅行頻度は高いが、旅行を選ぶ際には行程がゆっくりしていることや、自分が無理 
 なく参加できるかどうかなどを気にしている。 
 いくつかのユニバーサル旅行商品について具体的に提示したところ、認知度はいずれも低かったが、高齢 
 者向けの旅行商品に対しては将来の利用意向は高かった。 
 
２体調の不調などの要因により旅行に行かなくなったアクティブシニアであっても、乗換回数の軽減や現地  
 での移動サポートなど、移動時の快適さの条件を揃えることで、旅行意向が高まる。 
 
３要介護者の旅行頻度は、健康時に比べて5分の１に、介護者の旅行頻度は介護以前の2分の１に減少。 
  
４要介護者が旅行を選択する際には、風呂や段差、移動距離等を重視する。 
 ユニバーサル旅行商品に対する認知度はアクティブシニアより低いが、利用意向は旅行商品、サービスと 
 もに高い。とりわけ車いす貸出サービスやトラベルヘルパーへの利用意向が高い。 
 
５旅行会社が今後ユニバーサルツーリズムに取り組む上での課題は、事故リスクが大きい、利益が少ない、 
 専門のノウハウや協力体制、地域の情報が少ないことなど。 
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２．調査結果概要（ポイント） 

 
消費者のユニバーサル旅行商品や、サービスに対する認知度の向上及び旅行業者の取組
を促進するためには、国・観光業界・地域をあげて取り組む必要がある。 
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  （１）アクティブシニア 

     ・旅行に頻繁に行く層であるが、旅行選択時には、「行程がゆっくりであること」や、「自分が参加できること」などを重視し、 

    また、「荷物を持っての移動」や「トイレ休憩」に不安を感じている。 

   ・体調の不調などの要因により旅行に行かなくなったアクティブシニアであっても、乗換回数の軽減や現地での移動サポートな 

    ど、移動時の快適さの条件を揃えることで、旅行意向が高まる。 

   ・ユニバーサル旅行商品やサービスの認知度は低い。なかでは「高齢者用のツアー」については5割が認知しているが、「車いす 

    利用者」や「障がい者向けのツアー」の認知率は4割以下だった。利用意向は「高齢者用ツアー」に対しては6割だが、「車い 

    す利用者向けツアー」などに対しては5割を下回る。一方「バリアフリー情報サイト」や「車いす貸出サービス」などは5割を 

    超える人が「利用したい」とし、その多くは「今は不要だが将来利用したい」としていた。 

 

  （２）要介護者 

     ・事前調査において、現在の介護・被介護の状態になる前後の旅行頻度を聞いたところ、今の状況になる以前と比べ、要介護状 

    態の本人は5分の１以下、介護者もおよそ2分の1の頻度となっていた。 

   ・要介護者が旅行を選択する際には「風呂」や「段差」、「移動距離」等を重視、「歩行距離」、「トイレ休憩」、「他の参加 

    者と同様の行動がとれるか」を過半数が不安に感じている。また、困った経験として、「段差」、「歩行距離が長い」などを 

    ４~5割の人があげていた。 

   ・ユニバーサル旅行商品やサービスの認知度はアクティブシニアより低く4割未満だったが、利用意向は「高齢者用ツアー」より 

    も、「車いす利用者向け」や、「障がい者向けツアー」、「トラベルヘルパー同行ツアー」などで5割を超えた。とくに「今利 

    用したい」人が多い。また、ツアーよりも情報サイトや車いす貸出、人的サポートといったサービスへの利用意向は6割（「今  

    利用したい」人が3～4割弱）と多い。 

       

   （３）介護施設利用者 

   ・デイケア施設利用者へのインタビューの結果、旅行に行く人は、身体上に不自由があっても、旅行に行ける状態や環境下にい 

    る傾向がみられた。苦痛を伴う病気や障がいがない、経済的余裕、旅行時の支援者、本人の旅行への関心などが背景にある。 

   

   （４）旅行業者 

     ・旅行会社が今後ユニバーサルツーリズムに取り組む上での課題は、「事故リスクが大きい」、「利益が少ない」、「専門のノ 

    ウハウがない」、「協力者が確保できない」、「地域の情報が少ない」などであった。     

   
 
     

２．調査結果概要 



【参考】消費者ニーズ一覧 
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アクティブシニア  n=1, 042  参照ページ 要介護者（介護者）  n=210  参照ページ 

国内宿泊 
旅行頻度 

【事前調査 n=21,734】  
65歳以上の高齢者の7割が1年に1回以上実施 
【本調査】国内宿泊旅行を3年に1回以上で抽出。 
1年に2~4回が5割弱 

9 
11 

【事前調査 n=5,109＊】 ＊20,001名のうち、介護経験のある人 
要介護状態以前→現在 年間平均回数 0.66回⇒0.13回 
介護以前→現在       年間平均回数 0.97回⇒0.55回 
【本調査】要介護以前国内旅行に1年に1回以上で抽出。 
全く行かない59%、1年に1回以上23% 

30 
33 

海外旅行 
頻度 

【事前調査 n=21,734】  
65歳以上の高齢者の３割が５年に1回以上実施 
【本調査】海外旅行を5年に1回以上の人を抽出。 
3年に1回以上が8割弱 

9 
11 

【事前調査 n=5,109＊】 ＊20,001名のうち、介護経験のある人 
要介護状態以前→現在 年間平均回数 0.11回⇒0.02回 
介護以前→現在       年間平均回数 0.28回⇒0.13回 
【本調査】要介護以前国内旅行に1年に1回以上で抽出。 
全く行かない89%、1年に1回程度2% 

30 
33 

旅行選択時
重視点（国内） 

行程がゆっくりしている(56%)、自分が参加できるか(47%) 
食事がイス式(34%) 16 

バリアフリーに配慮した風呂（43％）、 
坂や階段の少なさ（43％）、移動距離が短い（43％） 41 

旅行時不安
点（国内） 

荷物を持っての移動(40%) 
トイレ休憩(36%)、歩行距離の長さ(34%) 17 

歩行距離の長さ（63％） 
トイレ休憩（58％）、他の参加者と同様の行動（50％） 42 

旅行時困った
経験（国内） 

表示がわかりにくい(32%) 、移動の歩行距離が長い(28%)、
段差が多い(23%)               ※観光地に関して            17 

段差が多い（55％）、移動の歩行距離が長い（44％） 
エレベーターがない（35％）         ※観光地に関して 42 

旅行選択時
重視点（海外） 

行程がゆっくりしている（57%）、添乗員がいる（48%） 
自分が参加できるか（44%） 21 

行程がゆっくりしている（57%）、移動距離が短い（57%） 
自分が参加できるか（44%）         ※n=23の参考値 44 

旅行時不安
点（海外） 

荷物を持っての移動(46%)、トイレ休憩(37%) 
歩行距離の長さ(34%) 22 

歩行距離の長さ(59%)、他の参加者と同様の行動(51%) 
トイレ休憩(48%)                ※n=23の参考値 45 

旅行時困った
経験（海外） 

表示がわかりにくい(44%) 
移動の歩行距離が長い(27%)      
乗換に時間がかかる(20%）         ※観光地に関して 

22 
階段や段差に手すりがない（44%)     ※n=23の参考値 
段差が多い(39％) 
スロープがない(35%）            ※観光地に関して 

45 

UT旅行商品
認知 

高齢者が一人でも安心して参加できるツアー(55%) 
車いすや杖利用者が安心して参加できるツアー(42%) 
 トラベルヘルパー同行の旅行(34%) 

25 
高齢者が一人でも安心して参加できるツアー（38％） 
車いすや杖利用者が安心して参加できるツアー（36％） 
トラベルヘルパー同行の旅行（29％） 

47 

UT旅行サー
ビス認知 

情報サイト(24%)、車いす貸出(33%) 
人的サポート(19%) 26 

地域の情報サイト（26％）、車いす貸出（33％） 
人的サポート（19％） 48 

UT 
旅行商品 
利用意向 

高齢者が一人でも安心して参加できるツアー（64％） 
車いすや杖利用者が安心して参加できるツアー（47％） 
 トラベルヘルパー同行の旅行（48％） 

25 
高齢者が一人でも安心して参加できるツアー（40％） 
車いすや杖利用者が安心して参加できるツアー（52％） 
 トラベルヘルパー同行の旅行（53%） 

47 

UT旅行サービ
ス利用意向 

バリアフリー情報サイト（63％） 
車いす貸出（55％）、人的サポート（48％） 26 

地域のバリアフリー情報サイト（62％） 
車いす貸出（62％）、人的サポート（62％） 48 

※UT旅行：ユニバーサル旅行 
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１調査概要 

２調査結果概要 

３調査結果 

（１）消費者ニーズ調査 

  １）アクティブシニア 

  ２）要介護者 

  ３）介護施設利用者 

（２）旅行業者調査  
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年   齢  男女計 男性 女性 

65-69歳 11,775  8,000  3,775  

70-74歳 6,500  4,798  1,702  

75-79歳 2,500  2,000  500  

80-89歳 959  779  180  

全体 21,734  15,577  6,157  

＜事前調査＞   

アクティブシニアの旅行実態を把握する前段階として、65歳以上の高齢者30,000人を対象に、旅行実態および外出
に影響を与える要因の有無を調べた。 

30,000人を対象に実施し、21,734人の回答を得た。詳細は以下のとおりである。   

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア(事前調査） 

１）回答者プロフィール（事前調査）  

（人） 
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2）旅行回数（事前調査）  

65歳以上の高齢者の旅行回数について年代別に確認を行った。 
 
・65歳以上の高齢者の7割近くが、年に1回以上国内宿泊旅行を行っている。 
・65歳～74歳は国内宿泊旅行回数は最も多いが、70代後半から徐々に回数が減少する。 
・海外旅行へは全体の3割が5年に1回以上行っており、14％が年に1回以上行っている。海外旅行は65~69歳にピークを 
   迎え、徐々に回数が減少に転じていく。いずれの旅行も80代には回数の減少が顕著となった。 
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7.8  

5.4  

5.3  

5.2  

6.6  

4.3  

5.5  

5.3  

6.1  

5.9  

3.9  

8.4  

8.3  

8.8  

8.4  

7.6  

39.8  

38.4  

40.4  

42.5  

45.8  

26.0  

26.6  

25.0  

24.8  

27.9  

全体 

65-

69才  

70-

74才 

75-

79才 

80-

89才 

海外旅行   (%) n=21,734 

年に5回以上 年に2～4回程度 

年に1回程度 2年に1回程度 

3年に1回程度 4～5年に1回程度 

それ以下 これまで行ったことがない 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア(事前調査） 
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 年   齢 男女計 男性  女性 

65-69歳 314      157  157  

70-74歳 362 157 205 

75-79歳 261 157 104 

80-89歳 105 84 21 

全体 1,042  555 487 

＜本調査＞ 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

3）回答者プロフィール(本調査） 

本調査では、アクティブシニアとして、事前調査より旅行に頻繁に行っている高齢者をイメージし、国内宿泊旅行

に3年に1回以上、海外旅行に5年に1回以上行っている人と定義した。 

事前調査より、外出影響有無、性・年代別、現在の旅行頻度から1,042人をアクティブシニアとして抽出した。 

抽出条件は、以下の2点両方を満たす人である。 

      ①ビジネス以外の国内宿泊旅行に3年に1回以上行っている 

      ②ビジネス以外の海外旅行に5年に１回以上行っている 

       

（人） 
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4）旅行回数  

高齢者（65歳～89歳）のうち、国内宿泊旅行に3年に1回以上、海外旅行に5年に1回以上行っている人をアクティブシニ
アとして、外出への影響の有無、この1年に旅行に行っているか否かで分類を行い、分析を行った。  
・元来旅行によく行く高齢者の旅行実態とユニバーサル旅行商品の認知や利用意向を把握する調査であるため、 
 事前調査よりも、旅行の頻度は高く、ほとんどが「年に1回以上」国内宿泊旅行に行っている。 
・海外旅行は「年に1回程度」と、「4～5年に1回程度」行く人が多い。 

年に5回以上 

16% 

年に2～4回

程度 

41% 

年に1回程度 

26% 

2年に1回程

度 

4% 

3年に1回程

度 

2% 

4～5年に1回

程度 

2% 

それ以下 

6% 

これまで行っ

たことがない 

3% 

日帰り行楽・バス旅行 

年に5回 

以上 

0.3% 

年に2～4

回程度 

11% 

年に1回程

度 

30% 

2年に1回

程度 

17% 

3年に1回

程度 

17% 

4～5年に

1回程度 

25% 

海外旅行 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

n=1,042  

年に5回以上 

12% 

年に2～4回程度 

46% 

年に1回程度 

32% 

2年に1回程度 

6% 

3年に1回程度 

4% 

国内宿泊旅行 
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5）アクティブシニアの国内旅行実態（旅行タイプ）  

本調査では、国内宿泊旅行に3年に1回以上行く人を抽出しているが、旅行タイプについては1年以内に国内宿泊旅行に
行った人に一番最近の旅行について聞いた。 
・1年以内に行った直近の国内宿泊旅行のタイプは、5割以上が「旅行会社を利用しない旅行（マイカー旅行、直接予約な 
 ど）」、4割強が「一般販売の旅行ツアー（一般フリープランパッケージツアー、一般団体行動添乗員付パッケージツ 
 アー、一般宿泊施設手配プラン）」、1.5%が 「ユニバーサル旅行商品」であった。 

高齢者や障がい者対象の

フリープランパッケージ 

ツアー0.5% 

高齢者や障がい者対象の

団体行動の添乗員付 

パッケージツアー0.8% 
高齢者や障がい者配慮の 

宿泊施設手配プラン 

0.2% 

一般フリープラン 

パッケージツアー 

13.4% 

一般団体行動添乗員

付パッケージツアー 

20.9% 

一般宿泊施設手配プラン 

9.5% 

旅行会社を利用しない旅行

（マイカー旅行、自分で直接

予約など） 

54.2% 

わからない 

0.5% 

1年以内に行った直近の国内宿泊旅行のタイプ  n=874 

ユニバーサル 

旅行商品 

一般販売の 

旅行ツアー 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

＊ 国内宿泊旅行に「１年以内に行った」人に聞いた 

＊  
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6）アクティブシニアの国内旅行実態（旅行日数）  

旅行日数については、1年以内に国内宿泊旅行に行った人に一番最近の旅行について聞いた。 

・一番最近の国内宿泊旅行の日数は、「2日間」、「3日間」が多く、合計で8割弱を占める。 

 1泊2日か2泊3日の旅行が主流となっている。 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

2日間 

43% 

3日間 

33% 

4日間 

14% 

5日間以上 

10% 

1年以内に行った直近の国内宿泊旅行の日数  n=874 

＊ 国内宿泊旅行に「１年以内に行った」人に聞いた 

＊  
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７）アクティブシニアの国内旅行実態(宿泊施設)  

宿泊施設については、5年以内の旅行経験について聞いた。 

・5年以内に行った国内宿泊旅行で利用した宿泊施設は「ホテルが多い」が5割、「ホテルと旅館が同じくらい」 

 が3割で、ホテルが多い傾向にあった。               ※ホテル、旅館の別は消費者の回答によるもの 

 

ホテルが多い 

52.3% ホテルと旅館が同じ

くらい 

32.2% 

旅館が 

多い 

13.0% 

その他 

2.5% 

5年以内に行った国内宿泊旅行の宿泊施設  

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

(%)   n=1,042  
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8）アクティブシニアの国内旅行実態(部屋と寝具の組合せ）  

部屋と寝具の組合せについて、5年以内の旅行のなかで多かったものを選んでもらった。 

・5年以内の国内宿泊旅行で利用した宿泊施設の「部屋と寝具の組合せ」は、「洋室(ベッド)」が6割弱、和室(布 

 団）3割弱、和洋室(ベッド)2割弱であった。寝具は合計すると「ベッド」が7割となった。 

洋室 

（ベッド） 

56.4% 
和室 

（布団） 

27.1% 

和洋室（ベッド） 

15.6% 

その他 

0.9% 

5年以内に行った国内宿泊旅行の部屋と寝具の組合せ 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

n=1,042  
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9）国内宿泊旅行を選ぶ際に重視すること 
 
・国内宿泊旅行を選ぶ際に重視することは、「行程がゆっくりしていること」、「自分が参加できそうか判断できるこ 
 と」などだが、最も優先したいこととしては、「行程がゆっくりしていること」、「移動距離が短いこと」、「坂や 
 階段が少ないこと」などがあげられた。 
 

56.3  

46.6  

34.0  33.5  
30.5  29.3  

29.1  
28.6  

22.4  
19.5  

13.1  
12.9  

10.3  9.8  9.4  9.0  8.4  8.2  7.9  7.1  
3.5  2.8  1.8  1.0  

8.4  

15.0  

8.3  

3.0  

13.1  
10.6  

3.2  

8.3  
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で
き
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イ
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や
観
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が
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旅
行
商
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つ
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大
浴
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か
ら
近
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バ
リ
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リ
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に
配
慮
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高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ツ
ア
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食
事
の
量
が
少
な
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観
光
施
設
が
バ
リ
ア
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リ
ー
に
配
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観
光
地
内
に
人
的
サ
ポ
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が
あ
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エ
レ
ベ
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タ
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か
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近
い
部
屋 

バ
リ
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に
配
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し
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食
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か
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近
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食
事
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調
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に
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現
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車
い
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貸
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浴
介
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を
依
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き
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そ
の
他 

重視すること、こだわること（いくつでも） 最も優先したいこと（1つだけ） 

国内宿泊旅行を選ぶ際に重視すること、こだわること 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

(%)   n=1,042 
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10）国内宿泊旅行を選ぶ際に不安に思うこと、困ったこと 
 
・国内宿泊旅行に行く際に不安に思うことは、「荷物を持っての移動」、「トイレ休憩」、「歩行距離の長さ」など。 
・国内宿泊旅行時に困ったことは、『観光地』では、「表示」、「移動の歩行距離」、「段差」などであり、『宿泊施 
 設』では、「表示」、「段差」、「エレベーターがないこと」など。『交通機関』では、「乗換」に関わることが多 
 かった。 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

40.3  

35.7  33.5  

15.7  

8.2  7.4  
4.7  4.0  

1.2  

22.2  
21.0  

23.3  
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5.6  
5.7  

2.2  1.6  1.2  0.6  

21.9  
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国内宿泊旅行に行く際に不安に思うこと (%)   n=1,042 
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11）アクティブシニアの海外旅行実態(旅行タイプ)  

 本調査では、海外旅行に５年に1回以上行く人を抽出しているが、ここでは、1年以内に海外旅行に行った人に一番最近 

 の海外旅行について聞いた。 

 ・実施した海外旅行のパターンは、一般販売の旅行ツアーが7割弱(一般フリープランパッケージツアー2割及び一般団体 

  行動添乗員付パッケージツアー5割）で、「旅行会社を利用しない旅行（直接手配など）」が3割、ユニバーサル旅行 

  商品は1.2%であった。 

高齢者や障がい者 

対象のフリープラン 

パッケージツアー 

0.5% 

高齢者や障がい者 

対象の団体行動添乗

員付パッケージツアー 

0.7% 

一般フリープラン 

パッケージツアー 

19.9% 

一般団体行動 

添乗員付パッケージ 

ツアー 

47.0% 

旅行会社を利用 

しない旅行 

（航空券と宿を 

直接手配など） 

31.0% 

わからない 

0.9% 

1年以内に行った直近の海外旅行のタイプ  n=432 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

＊  

＊ 海外旅行に「１年以内に行った」人に聞いた 

ユニバーサル 

旅行商品 

一般販売の 

旅行ツアー 



ヨーロッパ（西欧、北欧、

東欧、ロシア） 
32% 

アメリカ（米国、

カナダ、中南

米） 
11% 

オセアニア（オーストラリ

ア、ニュージーランド） 
4% 

東南アジア（タイ、シンガ

ポール、インドネシア、マ

レーシアなど） 
16% 

東アジア（中国、台湾、香

港、韓国） 
19% 

インド、中東、アフリカなど 

4% 

ハワイ、グアム 

10% 

その他 

4% 

1年以内に行った直近の海外旅行の方面   n=432 
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12）アクティブシニアの海外旅行実態（方面）  

 1年以内に海外旅行に行った人に一番最近の海外旅行について聞いた。 

 ・旅行方面は、ヨーロッパ、東アジア、東南アジアの順に多い結果となっていた。 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

＊ 海外旅行に「１年以内に行った」人に聞いた 

＊  
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13）アクティブシニアの海外旅行実態（旅行日数）  

 1年以内に海外旅行に行った人に一番最近の海外旅行について聞いた。 

 ・旅行日数は、「7～10日間」が4割、「4～6日間」が3割、「11日間以上」が2割であり、比較的長期間の旅行が多い 

  結果となった。 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

＊ 海外旅行に「１年以内に行った」人に聞いた 

＊  

3日間以下 

3% 

4～6日間 

33% 

7～10日間 

44% 

11日間以上 

20% 

1年以内に行った直近の海外旅行日数  n=432 
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14）海外旅行を選ぶ際に重視すること  

・海外旅行を選ぶ際に重視することは、「行程がゆっくりしていること」、「添乗員がいること」、「自分が参加できそう 
 か判断できること」、「移動距離が短いこと」など国内宿泊旅行と同様に、行程や移動についての項目が多かった。 
・海外旅行の場合には「添乗員がいること」が２位にあげられているのが特徴だった。 
・最優先する事項は「移動距離が短いこと」であった。 

海外旅行を選ぶ際に重視すること、こだわること 
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３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 
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15）海外旅行を選ぶ際に不安に思うこと、困ったこと  

・海外旅行の際、不安に思うことは、「荷物を持っての移動」、「トイレ休憩」、「歩行距離の長さ」などであり、国 
 内宿泊旅行と同様の結果であった。 
・海外旅行時に困ったことは、『観光地』、『宿泊施設』ともに「表示がわかりにくい」が第一位。『交通機関』では    
  「乗換」と「表示」に関することがあげられた。 

海外旅行に行く際に不安に思うこと 海外旅行に行って困ったこと 
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３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 
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16）この1年間旅行に行かなかった人の理由 
 
アクティブシニアの中から、これまで旅行習慣があったにもかかわらずこの1年間は国内、海外ともに旅行に行っていな
い人を抽出し、その理由を聞いた。 
・国内宿泊旅行へこの1年間行かなかった最も重要な理由は、「自分の体調の不調」、「旅行に行く時間がない」、「家 
 族の体調不調」、加えて「経済的な問題」だった。 
・海外旅行では国内宿泊旅行同様に、「自分の体調」が最大の理由であるが、次いで「経済的な問題」や「時間的な問 
 題」があげられた。 

(%)   n=141 (%)   n=141 

＊「以前は国内宿泊旅行、海外旅行に行ったが、この１年はどちらも行かないでいる」と回答した人に聞いた 

＊  

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 
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17）この1年間旅行に行かなかった人はどのような条件が揃えば旅行に行くと思うか 
 この1年間旅行に行かなかった人のうち、障がいや体調不良等を理由にあげた人にどのような条件が揃えば旅行に行くか 
 を尋ねた。 
・国内旅行では、「少ない乗換回数」、「旅行行程の詳細」、「移動サポート」、「移動時の快適さ」、「移動時間の短 
 さ」、「現地の案内図」などがあげられた。 
・海外旅行では、「移動サポート」、「少ない乗換回数」、「旅行行程の詳細」、「移動時の快適さ」などがあげられた。  

 
どのような条件が揃えば国内旅行に行くと思うか（複数回答） 
（この1年体調不調などで国内旅行に行っていない人 n=68 ） 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

％ 

＊ 「以前は国内宿泊旅行、海外旅行に行ったが、この１年はどちらも行かないでいる」人のうち「その理由が自分自身及び家族等の障がいや体調不調、介護のため」と回答した人に聞いた。 

  国内宿泊旅行と海外旅行とで「行かない理由」が異なることからサンプル数が異なる 

＊  どのような条件が揃えば海外旅行に行くと思うか（複数回答） 
（この1年体調不調などで海外旅行に行っていない人 n＝66） 

％ 

＊  



4.6  

1.5  

1.5  

2.6  

1.9  

15.0  

4.6  

3.2  

4.8  

3.7  

11.7  

12.5  

9.7  

13.0  

10.3  

32.3  

28.0  

21.2  

27.6  

25.0  

36.4  

53.4  

64.4  

52.0  

59.1  

高齢者が一人でも安心して参加できるツアー（行程が

ゆっくりとしていて配慮のあるツアー） 

車いすや杖を利用する人が安心して参加できるツ

アー（特に移動への配慮が行き届いているツアー） 

視覚障がい者、聴覚障がい者、要介護者などに対す

る配慮が行き届いているツアー 

トラベルヘルパーが同行する旅行（介護技術と旅の

業務知識をそなえた「外出支援」の専門家） 

高齢者施設やデイケア施設が企画してくれる旅行 

ユニバーサル旅行商品の利用意向 
通常の旅行代金より高くても利用したい 
通常の旅行代金と同程度なら利用したい 
今はいらないが通常の旅行代金より高くても将来利用したい 
今はいらないが通常の旅行代金と同様なら将来利用したい 
利用するつもりはない 
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18）ユニバーサル旅行商品の認知と利用意向 
 
・ユニバーサル旅行商品について、ほぼ5割以上のアクティブシニアが知らなかった。 
・個別に見ると、「高齢者向けツアー」の認知度は他の項目よりは高く５割以上が知っており、利用したことがある人も 
 3.6％いたが、「車いす利用者向け」や「障がい者向けツアー」は6割以上が知らなかった。 
・これらに対する利用意向は、「高齢者向けツアー」に対しては6割以上が利用したいと回答したが、「車いす利用者向 
 け」や「障がい者向けツアー」への意向は高くなかった。 
・通常代金より高くても利用したいと回答した人にその程度を聞くと、「2割程度」が5割、「1割程度」が4割弱だった。 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

3.6  
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0.9  

1.7  

51.3  
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30.9  
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45.0  
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高齢者が一人でも安心して参加できるツアー（行程がゆっ

くりとしていて配慮のあるツアー） 

車いすや杖を利用する人が安心して参加できるツアー

（特に移動への配慮が行き届いているツアー） 

視覚障がい者、聴覚障がい者、要介護者などに対する配

慮が行き届いているツアー 

トラベルヘルパーが同行する旅行（介護技術と旅の業務

知識をそなえた「外出支援」の専門家） 

ユニバーサル旅行商品の認知と利用 

知っていて利用したことがある 
知っているが利用したことはない 
知らない 

(%)   n=1,042 (%)   n=1,042 

37.8  48.7  11.2  

1.9  

何割程度高くても利用したいか 
1割程度高いなら利用したい 2割程度高いなら利用したい 

3割程度高いなら利用したい 4割程度高いなら利用したい 

4割超えても利用したい 

＊  ユニバーサル旅行商品の中で、１つでも「通常の旅行代金より高くても利用したい」  

  と回答した人に、支払える最大金額を聞いた 

（％） n=267 ＊ 
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19）ユニバーサルツーリズムに関わる旅行サービスの認知と利用意向 
 
・ユニバーサルツーリズムに関わる旅行サービス全般については、約７割以上のアクティブシニアが知らなかった。 
・個別に見ると、バリアフリー情報や相談案内所などについて、約8割が知らなかった。 
・これらについての利用意向は、概ね4割以上が「利用するつもりはない」と回答したが、「今はいらないが有料でも 
 将来利用したい」、「無料なら将来利用したい」人を合わせると5割にのぼった。 

 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 
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的サポート 

ユニバーサルツーリズムに関わる旅行サービスの認知と利用 
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地域のバリアフリー情報などを提供してくれる

情報サイト 

旅行先におけるバリアフリーなどの相談ができ

る案内所 

旅行先における車いすなどの貸出サービス 

旅行先における入浴介助や外出支援などの

人的サポート 

ユニバーサルツーリズムに関わる旅行サービスの利用意向 

有料でも利用してみたい 

無料なら利用してみたい 

今はいらないが、有料でも将来利用したい 

今はいらないが、無料なら将来利用したい 

利用するつもりはない 

(%)   n=1,042 
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20）今後の旅行意向 
 
・国内宿泊旅行では、「今までと同じくらいの回数行きたい」という回答比率が6割と高く、次いで「今までより多くの 
 回数行きたい」が3割弱と、同程度かそれ以上行きたい人が8割を占めた。 
・海外旅行では、「今までと同じくらいの回数行きたい」が4割、「今までより少ない回数でよいので行きたい」が3割、  
 「今までより多くの回数行きたい」は2割と、同じくらいの回数以下という回答が7割を占めた。 

今までより多く

の回数行きた

い 

26% 

今までと同じく

らいの回数行き

たい 

57% 

今までより少な

い回数でよいの

で行きたい 

16% 

行きたくない 

1% 

今までより多く

の回数行きた

い 

19% 

今までと同じく

らいの回数行

きたい 

44% 

今までより少

ない回数でよ

いので行きた

い 

30% 

行きたく

ない 

7% 

今後の旅行意向【国内宿泊旅行】 今後の旅行意向【海外旅行】 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 １）アクティブシニア 

(%)   n=1,042 
(%)   n=1,042 
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１調査概要 

２調査結果概要 

３調査結果 

（１）消費者ニーズ調査 

  １）アクティブシニア 

  ２）要介護者 

  ３）介護施設利用者 

（２）旅行業者調査  
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1）回答者プロフィール（事前調査） 
現在介護を行っている40歳～74歳の人に、その被介護者である「要介護状態の人」の旅行について尋ねた。 
まず、最初に20,001人を対象に事前調査を行い、どのくらいの比率の人が介護をしており、「要介護状態の人」がどの
くらい旅行に行っているのかを調べた。 
・現在介護をしている人は6.5％だった。過去に介護経験のある人を含めると、全体の25.5％、5,109人だった。 
・この5,109人の介護経験者に「要介護状態の人」の介護当時の障がい等の状況を聞いたところ、「肢体不自由」が5割 
 弱で最も多かった。 

介護はしたこ

とがない 

74.5% 

 5年より前に

介護をしてい

たが、今はし

ていない 

11.9% 

3年より前～5

年くらい前ま

で介護をして

いたが、今は

していない 

3.2% 

3年以内に介

護をしていた

が、今はして

いない 

3.9% 

 現在介護を

している  

6.5% 

現在介護を行っていますか (n=20,001) 

要介護５ 

17.5% 

要介護４ 

14.5% 

要介護３ 

18.4% 
要介護２ 

13.7% 

要介護１ 

7.6% 

要支援２ 

4.4% 

要支援１ 

2.1% 

申請中 

0.4% 

申請していない

が支援が必要 

7.6% 
わからない 

14.0% 

「要介護状態の人」の介護度 

  (n=5,109：介護経験有の人） 

＊ 

47.2  

11.4  10.0  9.9  7.2  6.6  4.5  

27.7  

6.6  

0

10

20

30

40

50

肢
体
不
自
由 

聴
覚
言
語
障
が
い 

知
的
障
害
が
い 

内
部
障
が
い 

精
神
障
が
い 

視
覚
障
が
い 

そ
の
他
の
障
が
い 

障
が
い
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

障がいの状況 

（n=5,109：介護経験有の人) 
＊ 

単一回答 n 

男性/40-49才 3,000  

男性/50-59才 2,501  

男性/60-64才 2,250  

男性/65-69才 2,250  

男性/70-74才 2,000  

女性/40-49才 2,000  

女性/50-59才 1,500  

女性/60-64才 1,500  

女性/65-69才 1,500  

女性/70-74才 1,500  

全体 20,001  

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者（事前調査） 

% 

 ※要介護者：介護を要する「要介護状態」の人を示し、介護保険における「要介護」認定に限定したものではなく、「要支援」の人など幅広い範囲を含む。 

 ＊ これまで介護経験のある人に聞いた 



21.0  

14.9  

17.1  

21.5  

6.0  

2.7  

4.2  

3.1  

3.4  

3.4  

2.8  

13.0  

10.4  

9.4  

42.8  

45.7  

76.9  

日帰り行楽、バス旅行など 

国内宿泊旅行 

海外旅行 

介護者が介護をするようになってからの旅行頻度 

 年に2回以上  年に1回程度  2～3年に1回程度 

 2～3年に1回未満  ほとんど行かない  まったく行かない 

％ 

0.13回 

年間
平均
回数 

0.55回 

0.63回 

＊ 
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１）回答者プロフィール（事前調査） つづき 
・介護経験のある人5,109人に要介護状態になる前後の旅行頻度を聞いたところ、「要介護状態になる前」は国内旅行 
 には1年に1回程度以上行っていた人が4割以上いたが、「要介護状態になってから」は日帰りで15％、 国内宿泊旅行 
 では９％しか年に1回以上行っていない。介護者も、介護をするようになってから旅行頻度は半分近くに減少している。 

7.0  

2.6  

0.1  

7.4  

6.0  

0.7  

1.4  

1.7  
1.5  

1.8  

11.2  

9.1  

4.5  

71.6  

78.8  

94.0  

日帰り行楽、バス旅行など 

国内宿泊旅行 

海外旅行 

 「要介護状態の人」の要介護の状態になってからの旅行頻度 

 年に2回以上  年に1回程度  2～3年に1回程度 

 2～3年に1回未満  ほとんど行かない  まったく行かない 

％ 

26.4  

18.6  

1.8  

18.8  

22.4  

3.3  

4.9  

7.2  

2.8  

5.9  

6.5  

4.7  

16.8  

16.4  

14.4  

27.2  

28.9  

72.9  

日帰り行楽、バス旅行など 

国内宿泊旅行 

海外旅行 

「要介護状態の人」の要介護状態になる前の旅行頻度 

 年に2回以上  年に1回程度 
 2～3年に1回程度  2～3年に1回未満 
 ほとんど行かなかった  まったく行かなかった 

n=5,109 

％ 

0.77回 

年間
平均
回数 

0.66回 

0.11回 

＊ 

40.4  

32.5  

5.1  

18.9  

27.3  

11.0  

4.2  

5.9  

7.3  

4.2  

5.0  

7.8  

11.4  

9.9  

16.5  

21.0  

19.4  

52.3  

日帰り行楽、バス旅行など 

国内宿泊旅行 

海外旅行 

介護者の介護開始前の旅行頻度 

 年に2回以上  年に1回程度  2～3年に1回程度 

 2～3年に1回未満  ほとんど行かなかった  まったく行かなかった 

％ 

1.04回 

年間
平均
回数 

0.97回 

0.28回 

＊ 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者（事前調査） 

n=5,109 

n=5,109 n=5,109 

0.24回 

年間
平均
回数 

0.13回 

0.02回 

※年間平均回数は、年間回数と回答比率の加重平均により算出した 

＊ 

 ＊ これまで介護経験のある人に聞いた 
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２）回答者プロフィール（本調査） 
  事前調査から、①現在介護をしている、②要介護者はその状態になる前は年に1回以上国内旅行に行っていた、を条 
  件に210人を抽出し本調査を実施した。 
  分析基本軸は要介護状態の度合い※としプロフィールは以下の通りである。   

47.1  

69.2  
60.7  

39.2  

29.3  

45.1  

0

20

40

60

80

全
体 

要
介
護
５ 

要
介
護
４ 

要
介
護
３ 

要
介
護
２ 

要
介
護
１ 

要
支
援
２ 
要
支
援
１  

申
請
中
ほ
か 

視覚障がい 聴覚言語障がい 肢体不自由 

内部障がい 知的障がい 精神障がい 

その他の障がい 障がいはない わからない 

  「要介護状態の人」の年齢（％） 

全体（人） ～59歳まで 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 

  210  3.3  1.0  5.7  10.5  12.4  19.0  21.4  26.7  

要介護５ 要介護４ 39  7.7  2.6  0.0  2.6  12.8  15.4  12.8  46.2  

要介護３ 28  0.0  0.0  3.6  7.1  21.4  14.3  32.1  21.4  

要介護２ 51  0.0  0.0  3.9  11.8  9.8  23.5  19.6  31.4  

要介護１ 41  2.4  0.0  7.3  9.8  17.1  19.5  17.1  26.8  

要支援２ 要支援１ 

申請中ほか 
51  5.9  2.0  11.8  17.6  5.9  19.6  27.5  9.8  

男性40-49歳 21  

男性50-59歳 21  

男性60-64歳 21  

男性65-69歳 21  

男性70-74歳 21  

女性40-49歳 21  

女性50-59歳 21  

女性60-64歳 21  

女性65-69歳 21  

女性70-74歳 21  

全体 210  

回答者の要介護度別の障がいの状況（％） ｎ=210  

サンプル数（人） 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

※要介護者：介護を要する「要介護状態」の人を示し、介護保険における「要介護」認定に限定したものではなく、「要支援」の人など幅広い範囲を含む。要介護度は、アンケートの回答をもとに分類している 

※ここではアンケートの回答で分類をしているが、介護保険制度における要介護・要支援度の状態 

 例はおよそ以下のとおり 

要支援１：日常生活動作はほぼ自分で行うことができるが、手段的日常生活動作について何らかの  

       支援が必要な状態 

要支援２：要支援１よりも日常生活動作を行う能力がわずかに低下している状態 

要介護１：要支援状態から、手段的日常生活動作を行う能力がさらに低下し、部分的な介護が必要 

        となる状態 

要介護２：要介護１の状態に加え、日常生活動作にも部分的な介護を要する状態 

要介護３：日常生活動作と手段的日常生活動作の両方の面で著しく低下し、ほぼ全面的な介護を 

       要する状態 

要介護４：要介護３の状態よりさらに動作能力が低下し、介護なしには日常生活を営むことが困難と 

        なる状態 

要介護５：要介護４の状態よりさらに動作能力が低下し、介護なしには日常生活を行うことがほぼ不 

        可能な状態 

出所：http://kaigo.k-solution.info/2008/03/_1_7.html 

【要介護・要支援の状況例】  



32 

２）回答者プロフィール（本調査）つづき 
 
「要介護状態の人」は、年齢は「80~84歳」「85~89歳」「90歳以上」 、介護者との関係は「母」が多く、介護にか
かっている時間は「かかりきりではないが毎日介護」を行っている人が過半数である。通院療養等へ出かける以外は日
常の外出は少ない人が多く、一部介助が必要な人、常時介助が必要な人がいる。 

配偶者 

17.6% 

父 

12.9% 

母 

53.7% 

義父 

1.0% 
義母 

11.4% 

祖母 

1.0% 

兄弟姉妹 

0.5% 

子供 

1.4% 
その他 

0.5% 

要介護者とあなた（介護者）とのご関係 n=210 

 ～59歳まで 

3.3% 
 60～64歳 

1.0% 

 65～69歳 

5.7% 
 70～74歳 

10.5% 

 75～79歳 

12.4% 

 80～84歳 

19.0% 

 85～89歳 

21.4% 

 90歳以上 

26.7% 

「要介護状態の人」の年齢 n=210 

ほぼ毎日か

かりきりで

介護 

12.4% 

かかりきり

ではないが

ほぼ毎日 

介護 

58.6% 

週に2～5日

くらい介護 

19.0% 

週1日かそれ

より少ない頻

度で介護 

9.5% 

 その他 

0.5% 

介護にかかっている時間 n=210 

1.4  

4.3  

9.5  

38.6  

2.4  

10.5  

10.5  

2.4  

1.4  

0.5  

8.6  

18.1  

3.3  

4.3  

5.7  

19.0  

3.3  

8.6  

3.8  

3.3  

6.2  

10.5  

6.7  

5.2  

10.0  

6.7  

3.3  

5.2  

5.2  

5.2  

56.2  

6.2  

79.5  

57.6  

67.6  

日常の食品などの買物 

通院・療養、介護施設など 

趣味、スポーツ、ボランティア、地域活動 

子供、親せき、友人知人訪問など 

日帰りの行楽、バス旅行など 

「要介護状態の人」の日常の外出頻度 （％） n=210 

 ほぼ毎日  週2～5回  週1回程度 

 月に2～3回  月に1回程度  3か月に1回程度 

 半年に1回  1年に1回程度  それ未満 

 ほとんど行かない／まったく行かない 

25.0  

38.1  

23.3  

21.3  

26.5  

39.1  

34.0  

44.2  

49.4  

52.9  

22.8  

19.3  

16.3  

16.9  

16.2  

13.0  

8.6  

16.3  

12.4  

4.4  

日常の食品などの買物 

通院・療養、介護施設など 

趣味、スポーツ、ボランティア、

地域活動 

子供、親せき、友人知人訪問

など 

日帰りの行楽、バス旅行など 

介助の必要性 （％） n=210 
常時介助が必要 
一部介助が必要 
見守り役が必要（時間をかければ一人でできる） 
必要ない（自立） 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 
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３）要介護者の旅行実態(旅行頻度) 
 
・本調査の対象となる要介護者は、「その状態になる前は年に1回以上国内旅行に行っていた」という条件で抽出したの  
 で、要介護状態にあっても事前調査に比較して頻度が高かった。 
・日帰り行楽の頻度は「年に1回以上」が3割いる一方で、「まったく行かない」が5割。 
・国内宿泊旅行では「年に1回以上」が2割強いる一方で「まったく行かない」が6割であった。 
・海外旅行では「まったく行かない」が9割で、ほとんどの人が現在海外旅行には行っていなかった。 
 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

17.1  

8.6  

13.3  

14.3  

2.4  

2.9  

3.8  

1.9  

1.4  

4.3  

1.9  

12.4  

10.0  

4.8  

52.9  

59.0  

89.0  

日帰り行楽、バス旅行など 

国内宿泊旅行 

海外旅行 

要介護状態の人の現在の旅行頻度   (%)    n=210 

 年に2回以上  年に1回程度  2～3年に1回程度 

 2～3年に1回未満  ほとんど行かない  まったく行かない 

0.50回 

年間
平均
回数 

0.35回 

0.04回 
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4）要介護者の旅行実態(旅行時期) 
 
現在、各旅行に「まったく行かない」以外の人に、最も最近行った旅行時期を聞いた。 
・「現在から1年未満」に旅行に行った人は、日帰りでは5割弱、国内宿泊旅行では4割であった。 
・海外旅行には、要介護状態になってから行った人自体が23名と少ないが、最近行った時期としては、5年未満という人が 
 5割だった。 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

46.5  

39.5  

13.0  

20.2  

20.9  

13.0  

10.1  

7.0  

17.4  

8.1  

12.8  

8.7  

11.1  

17.4  

30.4  

4.0  

2.3  

17.4  

日帰り行楽、バス旅行など 

国内宿泊旅行 

海外旅行 

 現在から1年未満  1年～2年未満  2年～3年未満  3年～5年未満  5年以上昔  わからない 

要介護状態の人の最も最近の旅行時期 （％）  

n=99 

n=86 

n=23 

＊ 各旅行に行った人(「まったく行かない」以外）に聞いた 

＊  
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5）要介護者の国内宿泊旅行実態(旅行タイプ） 
 
・要介護状態になってから一番最近行った国内宿泊旅行のタイプは、「旅行会社を利用しない旅行（マイカー旅行な 
 ど）」が6割、「一般販売の旅行ツアー（一般フリープランのパッケージツアー、一般団体行動添乗員付パッケー 
 ジツアー、一般宿泊施設手配プラン）」が3割、「ユニバーサル旅行商品」は1割弱であった。 

 

高齢者や障がい者対象フ

リープランパッケージツアー 

4.7% 

高齢者や障がい者対象団

体行動添乗員付 

パッケージツアー 

1.6% 

高齢者や障がい者に配慮し

た宿泊施設のみを 

手配するプラン 

1.6% 

一般フリープランの 

パッケージツアー 

14.1% 一般団体行動添乗員付 

パッケージツアー 

4.7% 

一般宿泊施設 

手配プラン 

10.9% 

旅行会社を利用しない旅行

（自分で宿泊のみ予約する

マイカー旅行など） 

62.4% 

要介護状態になってから一番最近行った国内宿泊旅行のタイプ  n=64 
＊ 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊ 国内宿泊旅行に「5年未満に行った」人のうち「介護者が同行した」または 「旅行内容を知っている」人に聞いた 

ユニバーサル 

旅行商品 

一般販売の 

旅行ツアー 
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6）要介護者の国内宿泊旅行実態(旅行日数） 
 
要介護状態になってから一番最近に行った国内宿泊旅行の詳細について聞いた。 
・要介護者の最も最近の国内宿泊旅行日数は「2日（1泊2日）」が7割と、最も多かった。 

 2日 

71.8% 

 3日 

14.1% 

4日 

7.8% 

 5日以上 

6.3% 

「要介護状態の人」の要介護状態になってから一番最近行った国内宿泊旅行の日数 n=64 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊  

＊ 国内宿泊旅行に「5年未満に行った」人で「介護者が同行した」または「旅行内容を知っている」人に聞いた 



 1人 

1.6% 

 2人 

32.8% 

 3人 

25.0% 

 4人 

21.9% 

 5人以上 

18.8% 

要介護状態になってから一番最近行った 

国内宿泊旅行の人数 
n=64 

1.6  

46.9  

39.1  

37.5  

7.8  

3.1  

ひとりで 

配偶者(同居） 

配偶者以外の家族(同居） 

同居ではない家族・親戚 

友人・知人 

その他 

要介護状態になってから一番最近行った 

国内宿泊旅行の同行者 
n=64 

37 

7）要介護者の国内宿泊旅行実態(同行者) 
 
要介護状態になってから一番最近に行った国内宿泊旅行の詳細について聞いた。 
・同行人数は「2人」、「3人」、「4人」、「5人以上」と多様であったが、同行者は「同居の配偶者」や「同居の家 
 族」、および「同居ではない家族・親戚」がほとんどを占めた。 
・要介護者の旅行は、友人との旅行は少なく、家族親戚との同行旅行が主流であった。 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊  ＊ 

＊  国内宿泊旅行に「5年未満に行った」人で「介護者が同行した」または「旅行内容を知っている」人に聞いた 
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8）要介護者の国内宿泊旅行実態(宿泊施設） 
 
・要介護状態になってから行った国内宿泊旅行の宿泊施設は、「ホテルが多い」が4割、「ホテルと旅館が同じくら 
 い」が3割、「旅館が多い」は2割であった。               ※ホテル、旅館の別は消費者の回答によるもの 

ホテルが多い 

44.2% 

ホテルと旅館が同じく

らい 

27.9% 

旅館が 

多い 

24.4% 

その他 

3.5% 

要介護状態になってからの国内宿泊旅行の宿泊施設   n=86 ＊  

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊ 国内宿泊旅行に行った人に聞いた 
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9）要介護者の国内旅行実態(部屋と寝具の組合せ） 
 
・要介護状態になってから行った国内宿泊旅行の宿泊施設の部屋と寝具の組合せは、洋室(ベッド）が5割弱、和室(布 
 団）が3割、和洋室(ベッド）が2割であった。寝具は合計すると「ベッド」が7割弱となった。 
  

洋室 

（ベッド） 

46.5% 

和室 

（布団） 

31.4% 

和洋室（ベッド） 

20.9% 

その他 

1.2% 

要介護状態になってからの国内宿泊旅行の部屋及び寝具の組み合せ   n=86 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊ 国内宿泊旅行に行った人に聞いた 

＊ 
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大浴場 

33.7% 

貸切風呂・家族風呂 

27.9% 

部屋の 

風呂 

36.0% 

その他 

2.3% 

要介護状態になってからの国内宿泊旅行の浴室タイプ   n=86 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊ 国内宿泊旅行に行った人に聞いた 

＊ 

10）要介護者の国内旅行実態(浴室タイプ） 
 
・要介護状態になってから行った国内宿泊旅行の「浴室タイプ」は、「部屋の風呂」「大浴場」に次いで、「貸切風 
 呂・家族風呂」が3割とアクティブシニアより多く選ばれていた。 



11）介護者が「要介護者の国内宿泊旅行」を選ぶ際に重視すること 
 
・介護者が重視することとしては、「バリアフリーに配慮した風呂」、「坂や階段が少ないこと」、「移動距離が短いこ  
 と」、「食事処がいす式であること」など数多くの項目があげられた。 
・なかでも最も重視されたのが「移動距離が短いこと」、「行程がゆっくりしていること」であった。 
 

国内宿泊旅行を選ぶ際に重視すること、こだわること （％）  n=86  
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３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊ 国内宿泊旅行に行った人に聞いた 

＊  
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12）介護者が「要介護者の国内宿泊旅行」に行く際に不安に思うこと、困ったこと 
・国内宿泊旅行時に不安に思うことは、「歩行距離の長さ」、「トイレ休憩」、「他の参加者と同様の行動」、「浴室で 
 の介助」、「浴室での転倒」と続く。最も不安なのは「歩行距離の長さ」であった。 
・国内宿泊旅行で困ったことは、『観光地』では「段差が多いこと」、「移動の歩行距離が長いこと」、「エレベーター 
 がない・見つからないこと」などがあげられた。『宿泊施設』では「段差が多いこと」、「階段や段差があるところに 
 手すりがないこと」、『交通機関』では、「段差が多いこと」、「移動の歩行距離が長いこと」、「乗換に時間がかか 
 ること」などがあげられた。 

国内宿泊旅行に行く際に不安に思うこと （％）  n=86 国内宿泊旅行に行って困ったこと（％）  n=86 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊ 国内宿泊旅行に行った人に聞いた 

＊ ＊  
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13）要介護者の海外旅行実態【参考データ】 
5年未満の間に海外旅行に行った要介護者は10人のみのため、参考までの掲載とする。 
・一般販売の旅行ツアー（一般販売フリープランパッケージツアー、一般販売団体行動添乗員付パッケージツアー）が8 
 割(8人)で、方面はハワイ・グアムが5割（5人）であった。 
・10人のみであることからか、ユニバーサル旅行商品の利用者はおらず、同行者も全員家族関係者であった。 

ヨーロッパ（西欧、

北欧、東欧、ロシ

ア） 

20.0% 
東南アジア（タイ、

シンガポール、イ

ンドネシア、マレー

シアなど） 

10.0% 東アジア（中

国、台湾、香

港、韓国） 

20.0% 

ハワイ、グアム 

50.0% 

要介護状態になってから一番最近行った海外旅行の方面 n=10 

3日以下 

10.0% 

 4日～ 

6日 

40.0% 

 7日～ 

10日 

40.0% 

11日以上 

10.0% 

要介護状態になってから一番最近

行った海外旅行の日数  n=10 

高齢者・障がい者対

象フリープランパッ

ケージツアー 

0% 

高齢者障がい者対

象団体行動添乗員

付パッケージツアー 

0% 

一般販売フリープラ

ンパッケージツアー 

70% 

一般販売団体行動

添乗員付パッケージ

ツアー 

10% 

旅行会社を利用しない

旅行（直接手配） 

20% 

要介護状態になってから一番最近行った 

海外旅行のタイプ  n=10 

 2人 

40.0% 

 3人 

10.0% 

 4人 

20.0% 

 5人以

上 

30.0% 

要介護状態になってから一番最近

行った海外旅行の人数  n=10 

0.0  

80.0  

10.0  

50.0  

0.0  

0.0  

ひとりで 

配偶者(同居） 

配偶者以外の家

族(同居） 

同居ではない家

族・親戚 

友人・知人 

その他 

要介護状態になってから一番最近行っ

た海外旅行の同行者 (%)   n=10 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊ 海外旅行に「5年未満に行った」人のうち「介護者が同行した」または 「旅行内容を知っている」人に聞いた 

＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ 

ユニバーサル 

旅行商品 
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14）介護者が「要介護者の海外旅行」を選ぶ際に重視すること 

・介護者が重視することは、「行程がゆっくりしていること」、「移動距離が短いこと」、「参加できそうか判断できる 
 こと」。 
・最も優先したことは「行程がゆっくりしていること」、「参加できそうか判断できること」などであった。 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

海外旅行を選ぶ際に重視すること、こだわること（％）  n=23 
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15）介護者が「要介護者の海外旅行」に行く際に不安に思うこと、困ったこと 
 
・海外旅行時に介護者が不安に思うことは、「歩行距離の長さ」、「他の参加者と同様の行動」、「トイレ休憩」、「荷 
 物を持っての移動」、「医療機関」、「浴室での介助」などが続く。最も不安なのは、「医療機関があるかどうか」及 
 び、「歩行距離の長さ」である。 
・海外旅行時に困ったことは、『観光地』では、「階段や段差があるところに手すりがないこと」、「段差が多いこと」 
 などであり、『宿泊施設』では、「段差が多いこと」、「表示がわかりにくいこと」など。『交通機関』では、「乗換 
 時間」、移動の乗換回数」など、乗換に関わることが多かった。 

海外旅行に行って困ったこと （％） n=23 
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３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

海外旅行に行く際に不安に思うこと （％） n=23 
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＊ 海外旅行に行った人に聞いた 
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 16）旅行に行っていない要介護者はどのような条件が揃えば旅行に行くと思うか 
  
  障がいや体調不良等のため、この2～3年以上要介護者が旅行に行っていないと回答した介護者に、どのような条件が揃え 
  ば、要介護者が旅行に行くと思うかを聞いた。 
 ・国内宿泊旅行では、「少ない乗換回数」、「移動時間の短さ」、「移動サポート」など。 
 ・海外旅行はサンプル数が少ないが、「計画全般へのアドバイス」、「バリアフリー情報」などがあげられた。 

どのような条件が揃えば旅行に行くと思うか 

（国内宿泊旅行 （％） n=21 ） 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

＊ 「2~3年以上旅行に行っていない」と回答した人のうち、その理由を「障がい、体調不調、介護」とした介護者に聞いた 
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22.2  22.2  

11.1  
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視
覚
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覚
に
配
慮
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移
動
時
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行
先
の
医
療
機
関
の
有
無
や
詳
細
情
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大
浴
場
ま
で
の
距
離
の
短
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どのような条件が揃えば旅行に行くと思うか 

（海外旅行  （％） n=9）（ 参考）） 
＊ 
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17）介護者のユニバーサル旅行商品の認知と利用意向 
 
・ユニバーサル旅行商品については、介護者の6割以上が知らないと回答した。 
・ユニバーサル旅行商品の利用意向は、高齢者向けツアーへは4割、障がい者向けツアー等へは5割以上だった。 
 高齢者向けツアーに対する利用意向はアクティブシニアより低いが、車いす利用や障がい者向けツアー等への意向は、 
 より高い結果となった。また、通常代金より高くても利用したい／させたいと回答した人にその程度を聞くと、「2割 
 程度」が5割、「3割程度」が3割と、割高でも利用したい意向がうかがえた。 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3.8  

3.3  

1.9  

1.9  

34.3  

32.9  

25.7  

27.1  

61.9  

63.8  

72.4  

71.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者が一人でも安心して参加できるツアー 

 

車いすや杖を利用する人が安心して参加できるツアー 

 

視覚障がい者、聴覚障がい者、要介護者などに対す

る配慮が行き届いているツアー 

トラベルヘルパーが同行する旅行 

ユニバーサル旅行商品の認知と利用 （％） ｎ=210 

知っており、利用したことがある 

知っているが利用したことはない 

知らない 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

10.0  

13.3  

12.4  

15.2  

18.6  

11.4  

14.3  

12.9  

11.0  

15.7  

5.7  

11.4  

12.4  

12.4  

10.0  

12.4  

13.3  

13.3  

14.8  

15.2  

60.5  

47.6  

49.0  

46.7  

40.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者が一人でも安心して参加できるツアー（行

程がゆっくりとしていて配慮のあるツアー） 

車いすや杖を利用する人が安心して参加できるツ

アー（特に移動への配慮が行き届いているツ

アー） 

視覚障がい者、聴覚障がい者、要介護者などに

対する配慮が行き届いているツアー 

トラベルヘルパーが同行する旅行（＊介護技術と

旅の業務知識をそなえた「外出支援」の専門家） 

高齢者施設やデイケア施設が企画してくれる旅行 

ユニバーサル旅行商品の利用意向 (%) n=210 

通常の旅行代金より高くても利用したい／させてあげたい 

通常の旅行代金と同程度なら利用したい／させてあげたい 

今はいらないが通常の旅行代金より高くても将来利用したい／させてあげたい 

今はいらないが通常の旅行代金と同程度なら将来利用したい／させてあげたい 

利用する／させるつもりはない 

11.5  48.1  30.8  9.6  

何割程度高くても利用したいか(%)  n=52 
 1割程度高いなら利用したい  2割程度高いなら利用したい 
 3割程度高いなら利用したい  4割程度高いなら利用したい 
 4割超えても利用したい 

＊ 

＊  ユニバーサル旅行商品の中で、１つでも「通常の旅行代金より高くても利用したい」  

   と回答した人に、支払える最大金額を聞いた 
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18）介護者のユニバーサルツーリズムに関するサービスの認知と利用意向 
 
・ユニバーサルツーリズムに関するサービスについては、介護者の6割以上が知らないと回答した。 
・ユニバーサルツーリズムに関するサービスの利用意向は、どの項目も6割程度であった。 
 とくに「車いす貸出サービス」や「入浴介助など人的なサポート」には「有料でも利用したい／させたい」が2割弱、  
 「無料なら利用したい／させたい」も同程度以上いた。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

5.7  

2.9  

9.0  

2.4  

20.5  

17.6  

24.3  

16.2  

73.8  

79.5  

66.7  

81.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域のバリアフリー情報などを提供してくれる情報サイト 

旅行先におけるバリアフリーなどの相談ができる案内所 

旅行先における車いすなどの貸出サービス 

旅行先における入浴介助などの人的なサポート 

ユニバーサルツーリズムに関するサービスの認知と利用 （％）                                             

                                  ｎ=210 

知っており、利用したことがある 

知っているが利用したことはない 

知らない 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

5.7  

7.1  

16.2  

18.1  

31.9  

30.0  

20.5  

16.2  

5.7  

6.2  

9.5  

14.3  

18.6  

17.6  

15.7  

13.8  

38.1  

39.0  

38.1  

37.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域のバリアフリー情報などを提供してくれる情報サイト 

旅行先におけるバリアフリーなどの相談ができる案内所 

旅行先における車いすなどの貸出サービス 

旅行先における入浴介助などの人的なサポート 

ユニバーサルツーリズムに関するサービスの利用意向 （％）                        
                                                                        n=210 

有料でも利用してみたい／させてあげたい 

無料なら利用してみたい／させてあげたい 

今はいらないが、有料でも将来利用したい／させてあげたい 

今はいらないが、無料なら将来利用したい／させてあげたい 

利用する／させるつもりはない 



10.0  

3.3  

9.5  

4.3  

25.7  

21.4  

19.0  

5.2  

21.0  

8.6  

31.4  

14.8  

31.0  

9.5  

34.8  

13.8  

29.0  

27.1  

40.0  

81.9  

34.8  

73.3  

13.8  

36.7  

国内宿泊旅行 

海外旅行 

国内宿泊旅行 

海外旅行 

国内宿泊旅行 

海外旅行 

要
介
護
者

 
介
護
者
介
助

 
介
護
者
非
介
助

 

今までより多く行きたいと思う 今までと同じくらいの頻度で行きたいと思う 

今までより少なくてよいので行きたいと思う 今後、左記の旅行には行きたくない 
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19）「要介護状態の人」の今後の旅行意向 
 
介護者に「要介護状態の人の今後の旅行意向」を尋ねた。同時に、介護者自身についても、「要介護者を伴う旅行意
向」、「要介護者を伴わない旅行（介護者自身が楽しむ旅行）意向」を尋ねた。 
・「要介護状態の人」は、海外へは8割が行きたくないと回答しているものの、国内宿泊旅行には6割が行きたいと回答 
 した。 
・介護する側の「要介護者を伴う旅行意向」もほぼ同様であった。 

今後の旅行意向                          

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 ２）要介護者 

（％） n=210 

要
介
護
者
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う
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意
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要
介
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行
意
向 

要
介
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を
伴
わ 

な
い
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行
意
向 

【要
介
護
者
】 

【介
護
者
自
身
】 
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１調査概要 

２調査結果概要 

３調査結果 

（１）消費者ニーズ調査 

  １）アクティブシニア 

  ２）要介護者 

  ３）介護施設利用者 

（２）旅行業者調査  
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１）介護施設利用者調査（インタビューによる定性調査）65歳~90代 12名 
 
デイケア施設関係者から、デイケア施設利用者のうち旅行に行く人と行かない人の紹介を受けて、インタビュー調査 
を行った。   
旅行実態、ユニバーサルツーリズム商品の認知、利用意向、旅行の際のニーズ、旅行に行かない人の理由などを聞い 
た。その概要は以下のとおりである。 
 
■旅行に行っている人の背景 
・身体上不自由なものがあっても、心身ともに旅行に行ける状況にある（病気、障がい等で苦痛がない） 
・経済的に行ける余裕がある 
・一緒に行く人、積極的に旅行を企画し誘ってくれる人がいる 
・支援する人がいる、支援してもらうことを容認できている（気兼ねをしている人が多い） 
・自分に合った行程や配慮が可能（ベッド、いすでの食事、段差対応などがあり、長い歩行がない） 
・本人または同行者の旅行への興味・関心が高い 
 
■旅行に行かない人の背景 
・身体上苦痛を伴う病気や障がいがある 
・経済的余裕がない 
・一緒に行く人、誘ってくれる人がいない 
・支援されることに抵抗がある、気遣いをする 
・団体旅行では皆と同様の行動ができないことに引け目を 
 感じている 
・旅行は贅沢だと思っている 
・団体旅行に抵抗がある 
 以上より、配慮や支援があっても旅行に行かない 
 傾向がある  

    個人旅行に 
行く人 

個人旅行に 
行かない人 

性別 
男 3 4 

女 4 1 

介護度 
要介護 4 4 

要支援 3 1 

歩行補助具 
あり 4 4 

なし 3 1 

年齢 

60代 0 2 

70代 4 1 

80代 2 1 

90代 1 1 

個人旅行状況 
行く 7 0 

行っていない 0 5 

施設企画旅行 
行く 6 3 

行かない 1 2 

家族 

同居 3 5 

近隣 4 0 

いない 0 0 

＜調査対象者の属性等一覧＞ 

３．調査結果（１）消費者ニーズ調査 3）介護施設利用者 
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１調査概要 

２調査結果概要 

３調査結果 

（１）消費者ニーズ調査 

  １）アクティブシニア 

  ２）要介護者 

  ３）介護施設利用者 

（２）旅行業者調査  
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１）旅行業者調査（106社）プロフィール 

３．調査結果（２）旅行業者調査 

回答した106社のプロフィールは以下のとおりである。 

34.0  

35.8  

70.8  

67.9  

12.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕入 

造成 

個人向け販売 

法人・団体向営業・販売 

その他 

業務の対象  n=106 

第1種旅

行業    

56.6% 第2種旅

行業 

20.8% 

第3種旅

行業 

22.6% 

旅行業の種類  n=106 

49.1  

40.6  

46.2  

69.8  

10.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

店舗販売 

オンライン販売 

電話販売 

法人・団体営業 

その他 

旅行業の取扱  n=106  

 ～9人      

39.6% 

 10～49人 

18.9% 
 50～99人 

7.5% 

 100～299

人 

12.3% 

 300～499

人 

1.9% 

 500～999

人 

7.5% 

 1000～

4999人 

11.3% 

 5000～

9999人        

0.0% 
 1万人以

上 

0.9% 

総従業員数   n=106 

 1億円未

満 

22.6% 

 ～3億円

未満 

18.9% 

 ～5億円

未満 

7.5% 

 ～10億円未

満  

6.6% 

 ～30億円

未満 

14.2% 
 ～50億円

未満 

2.8% 

 ～70億円

未満 

2.8% 

 ～100億

円未満 

1.9% 

 ～200億

円未満  

3.8% 

 ～500億

円未満 

8.5% 

 ～1000億

円未満 

2.8% 

 1000億円

以上 

7.5% 

年間旅行取扱高規模(前年度実績                             

                                         n=106 

※告知がメールマガジン等でのメール配信ではあるものの、回収率はJATA 5.3％、ANTA 0.9％と低く、関心のある企業の回答が多かったとも考えられる 
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２）旅行業者のユニバーサル旅行商品への認知や取組  
・ユニバーサルツーリズムの説明＊を示して認知を聞いたところ、対象者が幅広いということの認知は進んでいない。 
  「対象者範囲まで知っていた」3割 「対象範囲などはよく知らなかった」5割「ほとんど知らなかった」2割弱であった。 
・ユニバーサルツーリズムへの取組姿勢は現在は「かなり積極的」と「積極的」の合計が4割弱であった。 
・各社のユニバーサルツーリズムに関しての取組を例示したところ、5割が「取組を行って」おり、4割が「行っていな 
 い」と回答した（取組内容は次ページ参照）。 
・各社の顧客のうち、ユニバーサルツーリズム対象の顧客としては、高齢者が8割で最も多かった。 

31.1  49.1  19.8  

ユニバーサルツーリズムについての認知 （%）   n=106 

対象者範囲まで知っていた      

なんとなく知っていたが対象者範囲などはよく知らなかった 

（ほとんど）知らなかった 

10.4  26.4  34.0  10.4  18.9  

ユニバーサルツーリズムについての取組姿勢（％) 

n=106 

かなり積極的 積極的 消極的 かなり消極的 わからない 

78.3  

34.0  

20.8  

20.8  

12.3  

25.5  

12.3  

6.6  

17.9  

13.2  

24.5  

11.3  

高齢者(65歳以上) 

身体障がい者 

聴覚障がい者 

視覚障がい者 

内部障がい者 

知的障がい者 

精神障がい者 

その他の障がいのある方 

乳幼児連れ 

妊産婦 

外国人 

その他 

ユニバーサルツーリズム対象のお客様 

(複数回答）  （％） n=106 

３．調査結果（２）旅行業者調査 

取組を

行ってい

る 

51% 

取組は

行ってい

ない 

41% 

わから

ない 

8% 

ユニバーサルツーリズムについての 

取組の有無  n=106 

＊ ユニバーサルツーリズムとは、すべての人が楽しめるように創られた旅行であり、高齢や障がいの有無にかかわらず、誰もが気兼ねなく参加できる旅行。観光庁で 

  は対象を、高齢者、障がい者、妊産婦、乳幼児連れ、外国人等幅広に考えている。  
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３）旅行業者のユニバーサルツーリズムへの取組内容や取り組む理由  
・各社のユニバーサルツーリズムに関しての取組は、4割が「全く行っていない」と回答したが、取組をしている会社で 
 は、「高齢者・障がい者など旅行困難者の方を含む旅行取扱を積極的に実施（含む個人・団体）」、「社員にユニバー 
 サルツーリズムについての啓発ならびに社員教育を実施」が多い結果となった。 
・ユニバーサルツーリズムに関する何らかの取組をしていると回答した63社がユニバーサルツーリズムに取り組む理由 
 としては、「進む高齢化の中で取り組むべきマーケットと認識」「お客様からの問い合わせや要望の増加」「会社のブ 
 ランド価値」「社会的使命やCSR（企業の社会的責任）の一環」などが上位にあげられた。 

３．調査結果（２）旅行業者調査 

74.6  

49.2  

41.3  

38.1  

25.4  

19.0  

7.9  

12.7  

進む高齢化の中で取り組むべきマーケットと認識 

お客様からの問い合わせや要望の増加      

会社のブランド価値や顧客からの信頼向上    

社会的使命やCSRの一環 

取組む企業がまだ少なく今後商売として有望    

2020年東京オリンピックパラリンピックを意識 

社長の一声などトップダウンの意向      

その他 

ユニバーサルツーリズムに取り組む理由 (複数回答）  （％） n=63 

34.0  

18.9  

16.0  

15.1  

12.3  

12.3  

10.4  

10.4  

40.6  

8.5  

高齢者・障がい者など旅行困難者の方を含む旅行取

扱を積極的に実施 

社員にユニバーサルツーリズムについての啓発ならび

に社員教育を実施 

ユニバーサルツーリズム専用の商品を企画・造成 

ユニバーサルツーリズムに関連した資格取得の推奨・

援助 

ユニバーサルツーリズム専用の商品を販売 

社内に問い合わせ対応窓口を設置 

社員向けにユニバーサルツーリズムについての対応

マニュアルを作成、配布 

その他 

以上のような取組は全く行っていない 

わからない 

ユニバーサルツーリズムに関しての取組内容（複数回答）（％） n=106 

＊ ユニバーサルツーリズムに関しての取組をしていると回答した企業に聞いた 

＊  
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４）旅行業者のユニバーサルツーリズム取扱商品およびパンフレット配置 

7.9  

11.1  

15.9  

7.9  

11.1  

14.3  

15.9  

12.7  

33.3  

27.0  

42.9  

42.9  

30.2  

63.5  

66.7  

50.8  

57.1  

65.1  

ユニバーサルツーリズム国内宿泊旅行 

（宿泊施設単品商品） 

ユニバーサルツーリズム国内個人行動の旅行 

（フリープランアプローチ付商品） 

（交通+宿泊の商品） 

ユニバーサルツーリズム国内団体行動の旅行 

（添乗員付き商品） 

ユニバーサルツーリズム国内旅行 

（個別対応の旅行（受注型商品）） 

ユニバーサルツーリズム海外商品 

（高齢者向け商品含む） 

取扱ユニバーサル旅行商品（％）n=63 

パッケージ商品（募集型企画旅行）を造成している 
パッケージ商品（募集型企画旅行）を販売している 

受注型企画旅行を取り扱いしている 
取り扱っていない 

＊１  

３．調査結果（２）旅行業者調査 

26.1  

38.1  

22.6  

14.8  

22.7  

4.3  

4.8  

3.2  

7.4  

39.1  

28.6  

32.3  

37.0  

36.4  

30.4  

28.6  

41.9  

40.7  

40.9  

ユニバーサルツーリズム国内宿泊旅行（宿泊施設

単品商品）n=23 

ユニバーサルツーリズム国内個人行動の旅行（フ

リープランアプローチ付商品）n=21 

ユニバーサルツーリズム国内団体行動の旅行（添

乗員付き商品）n=31 

ユニバーサルツーリズム国内旅行（個別対応の旅

行（受注型旅行の紹介パンフレットを含む））n=27 

ユニバーサルツーリズム海外商品（高齢者向け商

品含む）n=22 

ユニバーサルツーリズム関連のパンフレットの配置（％） 

一般の商品同様に置いている 
専用コーナーに置いている 
普段は店頭にないが、御要望があるときに提示する 
その他 

＊2  

・取扱ユニバーサル旅行商品は取組をしている63社の中でも様々であったが、最も取組がされていたのが「ユニバーサル 
 ツーリズム国内団体行動の旅行（添乗員付き商品）」、次いで「ユニバーサルツーリズム国内旅行（個別対応の旅行 
 （受注型商品））」であった。 
・ユニバーサルツーリズム関連のパンフレットは、数種類の取扱から、方面時期などをあわせ数百の種類をあげた企業ま 
 で多様であった。これらの店舗での配置は、「一般の商品同様に置いている」ところが1～4割程度、「専用コーナーに 
 配置」が1割未満、「普段店頭にないが要望に応じて提示」が3～4割、「その他」ではダイレクトメールやインター 
 ネット（ホームページ）での提示といった回答が多かった。 

＊１ ユニバーサルツーリズムに関しての取組をしていると回答した企業に聞いた ＊2 ユニバーサルツーリズムに関しての取組をしており、その商品取扱があると回答  

    した企業に聞いた 
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５）旅行業者の地域情報の入手方法や地域との連携 

・地域のバリアフリー情報や人的サポート等の地域情報の入手法に関しては、「地域の行政や観光協会から入手」、  
 「社内で独自に」、といった回答が5割の企業からあげられた。 
・連携している組織・機関は、「バリアフリーに配慮した宿泊業者」や「福祉タクシーなど交通事業者など」が上位に 
 あげられた。 

49.2  

47.6  

23.8  

15.9  

15.9  

15.9  

0% 20% 40% 60%

地域（着地）の行政や観光協会等より入手 

社内で独自に蓄積した情報および独自の

入手ルート 

地域（着地）の福祉・介護関連組織等より

入手 

地域（着地）のバリアフリー情報に精通した

専門組織（バリアフリーツアーセンター等）

より入手 

その他 

特に入手していない 

地域のバリアフリー情報や人的サポート等の地域情報の入手法 

             （複数回答）  n=63 
＊  

47.6  

36.5  

27.0  

25.4  

22.2  

17.5  

17.5  

25.4  

0% 20% 40% 60%

バリアフリーに配慮した宿泊業者 

福祉タクシーなど交通事業者 

介護福祉関連の公的機関 

トラベルヘルパーなど民間の 

介助サービス 

同業のユニバーサルツーリズム 

関連関係者 

地域（着地）のバリアフリー情報に精通した専

門組織（バリアフリーツアーセンター等） 

その他 

特にない 

連携している組織・機関（複数回答）  n=63 ＊  

３．調査結果（２）旅行業者調査 

＊ ユニバーサルツーリズムに関しての取組をしていると回答した企業に聞いた 
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６）旅行業者のユニバーサルツーリズムの今後の取組姿勢および取組課題 

・ユニバーサルツーリズムへの取組姿勢は前述のとおり、現在は「かなり積極的」と「積極的」の合計が4割弱であった 
 が、今後は「消極的」が減少し「積極的」が若干増える結果となった。 
・ユニバーサルツーリズムに関する何らかの取組をしていると回答した63社に、取り組む上での課題について聞いたとこ 
 ろ、「事故などのリスクが大きい」、「協力者が確保できない」、「地域や受入れ先施設等の情報が少ない」、 「専門 
 のノウハウがない」、 「社員教育が難しい」、「利益が少ない」などがあげられた。 
・その中で最も重要な課題を1つ選んでもらうと、「事故などのリスクが大きい」、「利益が少ない」、「ノウハウがな 
 い」という順になった。 

65.1  

41.3  

52.4  

57.1  

57.1  

41.3  

7.9  

1.6  

15.9  

4.8  

22.2  

17.5  

15.9  

11.1  

9.5  

9.5  

9.5  

4.8  

事故などのリスクが大きい 

利益が少ない 

専門のノウハウがない 

協力者（介助者などのサポーター）が確保

できない 

地域や受入先施設等の情報が少ない 

社員教育が難しい 

対応するのが面倒、おっくう 

必要性を感じない 

その他 

特にない 

取組課題   （％）n=63 

課題となっていること 最も課題となっていること 

＊  

３．調査結果（２）旅行業者調査 

10.4  

12.3  

26.4  

29.2  

34.0  

28.3  

10.4  

12.3  

18.9  

17.9  

現在 

今後 

ユニバーサルツーリズムについての取組姿勢 （%）n=106 

かなり積極的 積極的 消極的 かなり消極的 わからない 

＊ ユニバーサルツーリズムに関しての取組をしていると回答した企業に聞いた 


